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In manufacturing industry, RFID is used for effective production management and supply chain 
management. In order to implement RFID to production management systems, it is required to make a lot of 
customization that affects additional time and cost expenses. This paper proposes simple middleware modules 
and web applications to use RFID in small-and-middle-sized manufactures (SMEs). The modules can work in 
accordance with the existing systems so as to reduce the implementation cost. Then, this paper proposes a 
whole system with the modules, and a prototype system is illustrated that it is available for production 
management and supply chain management.  
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１． はじめに 
生産情報管理における RFID の利用は，その効果が期待
されているものの，現状ではシステム化にかかる費用や
その後の拡張性などの点で解決すべき課題が多い 1)． 
一般に生産管理システムは，個々の企業の特徴や，製
造現場の特徴が異なるためにカスタマイズが必要となる 
2)．したがって，汎用的なパッケージとして RFID を提供
することができず，コストが割高となる．また，RFID に
よって管理すべき情報項目や，管理方法の組合せも多様
であり，システムを複雑にするほど，システムを拡張す
ることが困難になる． 
特に，中規模以下の製造業では，システム化に掛けら
れる予算が限られている一方で，管理項目は多様である
ため，RFID による効率的な管理が望まれている．しかし
実際は，費用対効果が見えないなどの理由から，RFID シ
ステムの導入に消極的な企業も多い 3)． 
そこで本研究では，中小企業でも RFID の導入が容易と
なるよう，既存の業務アプリケーションでの RFID の利用
を可能とするような RFID の読み書きをする機能と，イン
ターネット経由で社外の PC からデータを集める機能の
実現とする． 
 
２． 対象とする問題 
上記の 2 つの機能を実現するに当たり，中小企業でも
導入容易といえるためには，コストとシステム導入手順
の面で，ユーザの負担を減らす必要がある．そこで本研
究の対象とする問題は，機能を実現する際の以下の条件
を満たすシステムの実現とする． 
・ 既存の業務アプリケーションを利用する． 
・ 導入コストがかからないウェブサーバを利用する． 
・ 新しい機材は使わない．（RFID，RFID R/W 以外） 
・ ユーザが使用するプログラミング言語は 1 言語のみ． 
 
３． 提案手法 
本研究では，前述の条件を満たしながら機能を実現す
る手法として 2 つの手法を提案する．まず，RFID の読み
書き機能を実現するためのクラスライブラリの構築方法
を提案する．これを，多くの中小製造企業で既存業務ア
プリケーションとして用いられている Microsoft Office 
Excel などの表計算ソフトに組み込むことで簡易的に
RFID の利用を実現する． 
またオンラインで社外の PC からデータを集める機能
は，現在提供されているクラウドサービスと，RFID を組
み合わせたウェブアプリケーションを構築することで実
現する．これにより，サプライチェーンにおける簡易的
な情報連携の仕組みを実現可能とする． 
次章からそれぞれの手法について説明し，その後，提
案手法を用いたシステム構成例を提案する． 
Hosei University Repository
４． クラスライブラリ 
（１）概要 
本研究で提案するクラスライブラリは，生産管理での
RFID の利用を想定し，限定的な機能のみを.NET 用クラス
ライブラリとしてパッケージ化したものである． 
本クラスライブラリは，業務アプリケーションと RFID 
リーダ/ライタを仲介し，データの変換と RFID へのデー
タの送受信を行う．RFID で管理可能な情報は，生産 ID，
工程 ID，RFID を読み込んだ工程完了時刻，ユーザが入力
可能な完了成否情報の 4 項目を想定する．生産 ID と工
程 ID はユーザの任意で設定可能とする．下図に，情報の
流れを示す． 
 
 
図 1 情報の流れ 
 
（２）最小構成 
クラスライブラリ利用時の最小構成を図に示す．PC は
USB ケーブルを通して RFID リーダ/ライタと接続され，
ソフトウェアは業務アプリケーション，クラスライブラ
リで構成される． 
 
 
図 2 クラスライブラリ利用時の最小構成 
 
（３）処理フロー 
提案するクラスライブラリは，業務アプリケーション
から RFID との通信までの処理をまとめたものであるた
め，内部では図の点線枠内の処理を行う． 
 
 
図 3 処理フロー図 
 
業務アプリケーションから送られるデータは，ID や時
刻など，データ型が異なるため，RFID に書き込むために
バイト配列型に変換した後，RFID に書き込む．また RFID
が読み込まれた際もデータの変換を行い，イベントを発
生させて業務アプリケーションにデータを送る．これら
の処理をクラスライブラリにまとめることで，業務アプ
リケーション側から関数の呼び出しのみで RFID の利用
を可能とする． 
 
（４）インターフェイス仕様 
このクラスライブラリを使用するための主な関数仕様
（API）を示す． 
 
表 1 関数仕様（API） 
関数 引数 説明 
ConnectRW ① ポート番号 RFID R/W の通信開始 
DisconnectRW ① ポート番号 RFID R/W の通信終了 
InputRFID － 
RFID 読込時イベント 
戻り値は RFID の ID 
OutputRFID 
① ID 
② 工程 ID 
③ 完了成否 
指定 RFID へ書込 
工程 ID と完了成否，書
き込み時刻を記録 
InitializeRFID ① 生産 ID 
RFID 内のデータ消去， 
生産 ID を書き込み 
 
（５）RFID記録形式 
RFID は FeliCa 規格のものを使用する．FeliCa では，
メモリ領域を 16Byte のブロック単位で管理する 4)．本
クラスライブラリでは，24 ブロックの計 384Byte の領域
を使用する． 
RFID の書き込みは，最初の 1 ブロックに生産 ID を記
録し，以降のブロックは 1 ブロックにつき 2 つのデータ
を格納する．データ内容は，1 から 3 バイト目までを工
程 ID，7 バイト目までをその工程の実施時刻，8 バイト
目に工程完了成否情報を記録する．9 から 16 バイト目に
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同様に次の工程のデータを記録し，次のブロックへ進む．
以下，工程が進むごとにこの 8Byte のデータを追加する． 
 
表 2 2 ブロック目以降のメモリ構造と記録データ 
Byte 内容 区分
1
2
3
4
5
6
7
8 完了成否
9
10
11
12
13
14
15
16 完了成否
工程
ID
完了
時刻
工程
ID
完了
時刻
デ
ー
タ
n
デ
ー
タ
n
+
1
 
 
５． ウェブアプリケーション 
（１）概要 
本研究が提案するウェブアプリケーションは，インタ
ーネット経由でアクセスしたユーザから実績情報を受け
取り，それを業務アプリケーションがローカル PC に保持
している表データに追加する．扱う実績情報とは，ユー
ザのアカウント，登録時刻，RFID の ID とする． 
提案アプリケーションは，現在提供されているクラウ
ドサービスを用いて構築する．そのため，ウェブサーバ
などのハードウェアリソースを新しく導入することを必
要とせず，運用に際してもメンテナンスを必要としない．
今回は業務アプリケーションとの連携を目的とするため，
業務アプリケーションを使用する情報管理者とは別の，
社外に居るユーザが実績情報を登録する機能を実現する． 
 
（２）ソフトウェア構成 
提案アプリケーションは，いくつかのソフトウェアと
サービスを組み合わせて利用することで，ローカル PC
にある業務アプリケーションと連携する．  
 
 
図 4 ウェブアプリケーション構成概念図 
 
ただし，提案アプリケーションは業務アプリケーショ
ンとは直接連携せず，業務アプリケーションが扱う表デ
ータに編集を加えることで連携しているものとする． 
 
 
図 5 情報の流れ 
 
提案アプリケーションは，ブラウザからアクセスする
入力画面と，サーバ上で処理を行う Java アプリケーショ
ンによって構成される．ユーザがブラウザを使用してウ
ェブアプリケーションにアクセスすると入力画面が表示
され，RFID をかざすと自動的に表データの編集が始まる．
この表データをローカル PC 内にある表データと同期す
るよう，同期ソフトウェアを用いることでインターネッ
ト経由の情報連携を実現する．RFID の入力機能は，SONY
から配布されているサンプルアプリケーションを基に構
築する 5)． 
 
 
図 6 フローチャート（入力画面） 
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図に，ウェブアプリケーションの処理のフローチャー
トを示す．ウェブアプリケーションはユーザがアクセス
した時点で動作を開始する． 
入力画面ではログイン処理とユーザからの RFID 入力
処理を行う．取得したデータは HTTP リクエストの POST
メソッドを利用して Java アプリケーションに送信する． 
 
 
図 7 フローチャート（Java アプリケーション） 
 
（３）データベース 
ウェブアプリケーションが実績情報のキャッシュのた
めにサーバ内に持つデータテーブルのデータ項目を示す． 
 
表 3 実績登録情報 
項目 説明 
データ ID データの ID（主キー） 
ユーザアカウント 登録したユーザ情報 
生産 ID ユーザが入力した生産 ID 
登録時刻 登録した日付と時刻 
状態パラメータ 表データへデータ追加成否 
 
６． SC情報連携システム 
（１）概要 
ここでは，前章までの提案手法を用いたシステムとし
て，サプライチェーンにおける工程進捗管理システムを
提案する．  
提案システムは管理業務で用いられる PC 複数台と，そ
れぞれの業務アプリケーションを中心に構成される．
RFID リーダ/ライタは PC と USB 接続され，RFID と無線通
信を行う．また工場内の各 PC は LAN 回線で接続され，ル
ータを通してインターネットに接続されている．また社
外の任意の PC を利用できるが，PC はインターネット接
続可能で，ウェブブラウザがインストールされており，
RFID リーダ/ライタが USB 接続されているものとする． 
 
 
図 8 システム全体構成 
 
（２）業務フロー 
メインユーザとなる企業内の情報管理者は，ローカル
エリア内にある PC を用いて，業務アプリケーションから
管理業務を行う．業務アプリケーションから表形式のデ
ータベースに対して書き込みや修正を行うことにより，
各工程の進捗情報や他企業との受発注情報を管理する．
PC には RFID リーダ/ライダが接続され，業務アプリケー
ションから RFID へデータを送受信される．RFID は工場
内の各作業場にある別の業務アプリケーションからも同
様に送受信し，業務アプリケーション間でデータの送受
信を行うことでローカルネットワーク内での工程進捗管
理に用いられる．さらに，顧客企業からも情報を自動的
に取得することができるため，生産開始から納品までの
進捗が一括管理可能となる． 
 
 
図 9 情報の流れ 
 
７． 動作実験 
提案システムの動作実験を行い，実現可能性を示すた
めシステムの実装を行った．実験では業務アプリケーシ
ョンとして Microsoft Office Excel を使用し，クラウド
サービスは Google から提供されている Google App 
Engine と Google Spreadsheets Data API のサービス 6)
を利用した．実験は提案する業務フローを基に実験手順
を作成し，これに従って行った． 
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実験はまず，管理者用の業務アプリケーションにクラ
スライブラリを組み込み，RFID の通信機能を実装する．
次に RFID を RFID リーダ/ライタにかざし，業務アプリケ
ーションの指定した行に ID と現在時刻が追加されてい
るか確認する．同様に，作業者用の業務アプリケーショ
ンにもクラスライブラリの組み込みと RFID の動作確認
を行う．次に，別の PC からインターネット経由でウェブ
アプリケーションの URL にアクセスする．アカウント情
報を入力し，ログイン後，RFID をかざして ID の登録を
行う．最後に業務アプリケーション側のデータに，登録
した時刻とアカウント情報が追加されていることを確認
する． 
 
 
 
図 10 実験装置 
 
実験装置は図のように，PC に RFID リーダ/ライタを接
続したものを使用する．また RFID は現品票に貼付され
ているものとして実験を行った． 
 
８． 実験結果 
まず業務アプリケーションでのクラスライブララリの
組み込みと，RFID の利用について実験を行った． 
 
 
図 11 業務アプリケーションプログラム画面 
 
クラスライブラリの組み込みは VBA を用いて行った．
図のように，クラスライブラリから与えられる関数を利
用することが可能であった．またこの実験では，RFID 読
み込み時に RFID の ID と読み込み時刻を自動的に入力し，
同時に RFID に対して生産 ID を書き込む処理をするよう
プログラムを記述した．その後，RFID を読み込ませると，
指定した行に正しく入力が行われた．また RFID 内のデー
タを確認したところ，生産 ID が記録されていた． 
次にウェブアプリケーションからの登録を行った． 
 
 
 
図 12 ウェブアプリ画面と業務アプリ画面 
 
ウェブアプリケーションにウェブブラウザからアクセ
スし，ログイン後，RFID をリーダ/ライタにかざすと画
面に完了表示がされた．その後業務アプリケーションを
確認すると，生産 ID が一致する行に時刻とアカウント情
報が追加されていたため，正しく動作したといえる． 
 
９． おわりに 
本研究では中小企業でも利用が可能となるよう簡易的
な RFID 機能の実現に取り組んだ．そして，提案手法を用
いたシステムを実装し，動作実験を通して実現可能性を
示した．提案システムは簡易的であるために既存の業務
アプリケーションとの連携も容易であり，クラウドサー
ビスを利用することで導入コストを大きく抑えることが
可能である． 
今後の課題としては，実際の企業での利用を行う実証
実験が必要と考えられる．またシステムの動作安定性や，
RFID 利用のコストなどについても更なる検証をしてい
きたい． 
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